近未来における葛飾図書館 (特集 日本図書館協会建築賞受賞記念) by 本間 芳和 & Yoshikazu Homma
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務付けられている博士論文が主で，一般の学
術論文は１件のみである。論文公開には事前
に著作権や公衆送信権などの許諾が必要であ
るため，本学ではまだ浸透していないのが現
状である。JAIRO Cloudではリポジトリに全
文を登録する際に，DOI（Digital Object Iden-
tifier・デジタルオブジェクト識別子）を取得す
ることができる。今後は，著作物に固有の番
号を付すことで，一過性のURLの欠点を克
服し図書館サービスを更にアップさせたいと
考える。
葛飾図書館の未来
急速な電子化の進展により，図書館という
ものが従来蓄積されてきた概念だけでは捉え
きれない時代に突入している。筑波大学図書
館情報メディア研究科の助教でメディアアー
ティストの肩書きも持つ落合陽一博士は，近
未来の電子図書館は物理学者やコンピュータ
技術者，デザイン性に優れた建築家が結集し
て作り上げていくことを予測している。落合
博士はインターネットを使って発信する情報
にデザイン力を取り入れ，三次元にみえる画
像を作り，無機質な画像を魅力的に変えられ
ると語っている。近未来の電子図書館は情報
検索だけではなく，実体験できるバーチャル
空間により，神秘的で印象に残るものを目差
しているように思える。
このような理学・工学・コンピュータ技術
を集結して作り出す図書館は，東京理科大学
にふさわしいものと言えるかもしれない。葛
飾図書館は外観も内装もインパクトがあり，
利用者の動線や視線を十分に考慮して作られ
ている。バーチャル化した場合でも，この建
物そのものを活かして人の心を引き付ける未
来図書館を創造できると感じさせる。これは
現時点では夢物語にすぎないが，将来，理
学・情報・建築など広い分野の研究者が連携
して研究する対象となるほどに，知の源泉と
しての大学図書館の重要性が増すことを期待
する。
その一方で，大学図書館の役割として，常
に学生の勉学の意欲を高める場であり続けて
欲しいと願う。思い起こせば，小学校，中学
校，高校，大学とステップを上るたびに，図
書館の蔵書の数が桁違いに増えていくことに
圧倒されながらも，できるだけ多くのジャン
ルの本を読みたいという意欲がかき立てられ
たものである。
電子化により自席のパソコンで電子ジャー
ナルや電子ブックを利用する便利な時代にな
ったが，少なくとも学生には図書館に足を運
び，自ら本に触れ，本と対話する喜びを体験
してほしい。それが未来図書館の作るバーチ
ャルの世界であっても。どのような形態であ
れ，利用者のモチベーションを引き出し，学
習効果や創造性を高めることが大学図書館の
役割である。
おわりに
葛飾図書館は紙と電子の双方の良い点を取
り入れ，連携させた近未来型図書館をめざし
てスタートした。今回の日本図書館協会建築
賞の受賞は，建物とその運用面に高い評価を
いただいたものである。今後，電子化につい
ても独自のものを構築することが，本学図書
館の夢である。理学・工学・コンピュータ技
術を集結した電子図書館を創成することは，
理学の普及を持って国運発展の基礎とする，
という建学の精神を体現するものとして，本
学にふさわしいものといえよう。まだまだ課
題が多いが，利用者の利便性を高めるため，
大学図書館職員によりたゆまぬ努力が続けら
れていることに敬意を表したい。また，本学
の教員には，大学図書館が知の源泉であるこ
とに意識を新たにし，東京理科大学にふさわ
しい電子図書館を創成することにご協力をお
願いしたい。教職員の総力により，他大学を
リードするような図書館像を創り上げて行き
たいと希望する。
されれば，国立国会図書館が所蔵する図書約
50万冊，雑誌１万タイトル，博士論文12万点
の閲覧と複写が可能となる。
所蔵する資料の電子化への取り組みには，
貴重な資料を電子化することで保護・保存す
る方向と，編集プロセスも含めて電子ブック
を出版する経路との２つがある。
従来多くの大学では所蔵する資料の電子化
を外部業者に依頼していた。しかし電子化が
容易にできるように進化すれば，自館で作成
することもできる。著者より著作権や公衆送
信権の許諾を得ていれば，インターネット上
に公開することも可能である。しかしこの技
術の進歩にはまだ歳月がかかるであろう。
本学には130年余の歴史があり，多種多様
な出版物が出されている。今後は図書館の中
に電子ブックを編集する知識や機能を備え，
公開した電子ブックをオンデマンドで配信す
るシステムを築けたら，授業に役立ち学習効
果を上げるのではないかと考える。本学の研
究者からも図書館を使って，他には類を見な
いような電子ブックを出版していただきた
い。
電子資料における横断検索
図書館が保有する情報は多岐に渡る。デー
タベース，電子ジャーナル，電子ブック，一
般の図書を，それぞれのジャンル別に検索を
するのではなく，一度の検索で処理する横断
検索に機能を変えることが望まれる。さらに
利用者の検索時間と手間を短縮することが必
要である。デジタル資源を一元的に管理し，
検索窓口を一つにした横断検索に，システム
を変えた大学も多い。本学はこの点において
やや後進ではあるが，今後，十分な検討を行
いより良い検索システムを選び抜きたいと考
える。また，電子化については，今ある機能
を進化させるだけではなく，20年後の本学図
書館の姿を予測し，現在を変えて行くプロセ
スもまた重要である。
「マイライブラリ」サービスの充実
本学図書館がホームページから各利用者の
IDによってアクセスし，相互貸借を申し込
めるシステム「マイライブラリ」を稼働させ
て，すでに３年が経過している。「マイライ
ブラリ」からの図書の予約は受け付けていな
いが，今後はこのような処理も対応できるよ
うに改善することが望まれる。現在は各キャ
ンパスの図書館とも一度の館外貸出数を20冊
に増やしている。一般的に一冊一冊の返却日
を記憶することが難しい冊数でもある。貸出
時に返却日の記載された栞
しおり
を挟む，または図
書の裏表紙に貼った専用の期限表に返却日を
記して利用者に周知しているが，他大学図書
館のように返却日が近づいてきたら，利用者
にメールで連絡を行うなど，まず日常的な課
題を解決したいと考える。また，OPAC（オ
ンライン蔵書目録）の検索結果を他の学術論
文の書誌データと同じように，Web of Sci-
ence のプラットフォームと統合する論文作
成支援ツールEndNoteに取り込むなど，一
歩先のシステムの導入を検討したい。
学術リポジトリ
高騰する電子ジャーナルに歯止めをかける
ようにオープンジャーナルと呼ばれる無料の
電子ジャーナルが使われることが多くなっ
た。その中でも各大学が公開している機関リ
ポジトリは，登録数も増え重要な役目を担っ
ている。
本学は平成26年６月に国立情報学研究所が
管理・運営する機関リポジトリ構築システム
JAIRO Cloud（共用リポジトリサービス）の参
加館となり，インターネット上に機関リポジ
トリの公開を開始した。当初は博士論文の公
開だけであったが，翌平成27年４月に学内規
程を改変し，本学に所属する研究者の学術論
文や研究発表も公開できるように整備した。
しかし，現在公開しているのは，平成25年以
後文部科学省でインターネットでの公開を義
